
 
 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 現在、屋上に太陽光パネルを設置する工事が行われていま
す。足場などに近づかないよう気をつけてください。 

省  み  る  心 
                                           校長 内田 健二 

 

１年間の中間地点を折り返しました。充実した半年を過ごすことができたでしょうか。大人も子どももそ

うですが、慣れてくると良くなることがある半面、歪やいがみ合いが生じることも往々にしてあります。相

手が何を考えているのか、どう感じているのか、想像することを不得手とする人が近年増えているそうで

す。様々なコミュニケーションツールが発達している昨今ですが、 気持ちの行き違いによる人間関係上

のトラブルが後を絶ちません。 コミュニケーションの仕方、会話の仕方次第で、人は励まされ勇気付けら

れたり温かい気持ちになったりすることもあれば、悲しい気持ちになることもあります。更に一方的に相

手を攻撃し、いじめに発展することもあります。 

幾つかの調査では、いじめが発生しやすい月に一定の傾向があることが分かっています。その傾向を

グラフで見ると、５～６月、１０～１１月に大きな山があります。長期休業日が終わり、落ち着いた頃にいじ

めが増加していることが多いのです。特に２学期は最も長い学期で行事も多いため、全体で行動するこ

とや集団行動が増えることにより、それを苦手とする者に苦難が生じます。中には１学期の延長でいじめ

が続くと、より悪質になってしまうこともあり得ます。こうした時期を踏まえながら、いじめが発生してから

対処するのではなく、いじめが起きにくい環境を作ることが重要であると考えます。 

ところで、いじめの心理はどこにあるのか考えてみると、その一つに「競争や人の優劣」があります。文

化芸能やスポーツのように、競争を上手く使えば健康的で良い刺激になりますが、常に人より優るため

に争っていると、謙虚さを失い自分だけの道を愚直に歩むこともできません。人との比較が過剰に進む

と、勝者と敗者を常に分ける世界にループしてしまいます。また、比較して優越感を抱くのは、劣等感がそ

もそもあるからともいわれ、相手に嫌味を言いながら劣等感を刺激するような者にも、必ず悩みがあり、

比較をすれば切りがありません。自分より不幸であったり、優れていなかったりする人物や集団と、自分

を比較する「下方比較」をするより、先ずは自分の足元をよく見よという「脚下照顧」の心が大切である

と思います。 

さて、日本と海外の国を比べてみるとどうでしょうか。日本のいじめの認知件数は年々増加していま

す。一方、海外ではいじめの研究が進んでおり、学校に関連する対策がとられ、国によっては減少してい

ます。悲しいことに日本のいじめは減ってはいないのです。教員の経験則や勘に頼るのではなく、科学的

に裏付けされたところを探ってみると、いじめは被害者だけでなく加害者や傍観者にも大きな影響があ

ることが様々な研究結果から明らかになっています。複数の研究で、いじめには約８割の傍観者がいて、

加害者側に付く者もいれば被害者側に付く者もいる。しかし、それらの殆どはいじめの非を感じていて、

止める者がいれば止まったケースも多いといいます。さらに、教員がいじめの現場にいたケースは少な

く、いじめを見つける努力をするよりも、日頃からいじめに関する正しい知識や行動を身に付ける方が、

子どもが傷つく機会をはるかに減らせるということです。 

 それらをもう一度肝に銘じ、学校では生徒にとって「居甲斐」のある集団づくりを今後もつくっていきた

いと思います。望ましくない行動に対して、それに代わる正しい問題解決や感情コントロールの方法をそ

の都度教えていけば、いじめは少しずつ減少していくものと考えます。他にもいじめを許さない環境をつ

くること。ストレスが少なく、いじめ加害が放任されず、通報や仲裁が行われやすい環境を作ることも重

要であると考えています。 

生徒の皆さんには「あなたは存在するだけで、愛される資格がある」このことを忘れないでほしい。他

人との比較ではなく、昨日より今日、今日より明日、もっと良い自分になれるよう努力しましょう。 
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学校教育目標  夢に向かって未来を拓く ～自立・共生・貢献～ 

１０月の予定 

  おもな行事 

１ 水  

２ 木  

３ 金 諸活動停止期間 定時退勤ウィーク 

４ 土 諸活動停止期間 定時退勤ウィーク 

５ 日 諸活動停止期間 定時退勤ウィーク 

６ 月 諸活動停止期間 定時退勤ウィーク 

７ 火 諸活動停止期間 定時退勤ウィーク 

８ 水 諸活動停止期間 定時退勤ウィーク 

９ 木 
中間テスト 

諸活動停止期間 定時退勤ウィーク 

10 金 中間テスト  防災教室 

11 土  

12 日  

13 月 スポーツの日 

14 火  

15 水 市内駅伝大会 

16 木 合唱祭準備 

17 金 合唱祭 

18 土  

19 日  

20 月 後期時間割開始 

21 火 市内駅伝大会予備日 

22 水 １年歯科講話 

23 木 専門委員会 

24 金 春日部市委嘱研究発表会 5時間授業 

25 土  

26 日  

27 月 
生徒会本部役員選挙 

三者面談（希望者） 

28 火 三者面談（希望者） 

29 水 三者面談（希望者） 

30 木 三者面談（希望者） 

31 金 
三者面談（希望者） 

ふれあいデー 

  

＊ ９月１２日（金） 第１回学校保健委員会 ＊ 

校医２名、学校歯科医、学校薬剤師と保護者に参加いただき、生

徒の健康状況の報告や「睡眠について」の生徒のアンケート結果等

について、保健委員会の３年生の生徒から発表がありました。 

 

＊ シェイクアウト訓練 ＊ 

９月１日～５日に、予告なしで地震発生

時の安全確保の訓練を３回行いました。移

動教室中や昼休み時間などいつもの教室で

ない所での訓練を実施しました。 

＊ 吹奏楽部地域演奏会（大枝公園自治会まつり）＊ 

 ９月２７日（土）に、大枝公園において「第２回大枝公園自治会

まつり」が行われ、吹奏楽部が演奏会を実施しました。外での演奏

は慣れていないのですが、たくさんの観客の前で演奏ができ、生徒

はとても楽しかったそうです。 

 

＊ ９月１７日（水）第３回学校運営協議会 ＊ 

武里西小学校において、第３回学

校運営協議会が開催されました。各

校から体力テスト等の分析結果が

報告されました。３校とも県平均を

上回っている項目が多く、良い結果

が出ているとのことでした。 


